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タイセイヨウクロマグロ 東大西洋 
（Atlantic bluefin tuna Thunnus thynnus） 

 
 

管理・関係機関 
大西洋まぐろ類保存国際委員会（ICCAT） 

最近の動き 
本資源を管理する ICCAT に報告された 2023 年の合計漁獲

量は 39,247 トンであった。ICCAT 科学委員会（SCRS）は、
2022 年 9 月に資源評価を実施した。2022 年資源評価につい
て SCRS は、推定された近年の親魚資源量及び増加傾向の程
度が使用した 3 つのモデルで異なっており、全てのモデルで
近年の加入の推定における不確実性が高いとして、資源評価結
果に基づく TAC の勧告は作成していない。SCRS は資源評価
の不確実性の高さを認識しており、特に東西資源が西経 45 度
線を跨って回遊することで、いずれの海域でも両方の資源が漁
獲され得ることから、海域で区分した資源評価に基づく TAC
の設定は問題視されていた。これらの懸念を踏まえて、東西の
資源が混在して漁獲されたことを仮定する資源解析モデルを
用いた管理戦略評価（MSE）のシミュレーションテストによっ
て、資源の安全性や漁獲量等に関して定められた管理目標を満
たすよう、資源の状態に応じて TAC を計算できる管理方式
（MP）を開発した。東西各海域 5 つずつの資源量指数を統合
した指標の増減量から TAC を決定する MP が 2022 年 11 月
の ICCAT 年次会合において採択された。2021 年までの資源量
指数を用いて MP によって計算された 2023 年から 2025 年の
TAC は 40,570 トンである。MSE の評価で想定されていない
状況（ECs： Exceptional circumstances）が生じない限り、
今後 3 年ごとに MP から算出された値に従って更新される。
2024 年 9 月の SCRS で MP に使用している資源量指数の可用
性や値の傾向を確認し、現在ECは生じていないと判断された。
2025 年の TAC は MP で計算された通り 40,570 トン、日本の
割り当ては 3,114 トンとなっている。 

利用・用途 
ほぼ全てが刺身やすし用途に用いられている。ヨーロッパで

は、卵巣の塩漬け（からすみ）や背肉の塩漬けとしても利用さ
れる。 

漁業の概要 
主な漁業国は、近年の漁獲量の多い順にスペイン、フランス、

イタリア、モロッコ、日本、チュニジア及びトルコである。日
本の漁獲は全てはえ縄による。スペインは定置網と竿釣り漁業
とまき網、フランス及びイタリアは地中海でまき網によって漁
獲する。東大西洋のビスケー湾と地中海では小型魚（2～5 歳）
を漁獲している（Fromentin 2004、Santiago et al. 2016）。
地中海では、1990 年代半ばより畜養を目的としたまき網漁業
が盛んになったが、2007 年までのまき網漁獲量統計値の精度
には疑問がある（ICCAT 2009）。 

遺跡の発掘調査から、地中海において本種が紀元前 7000 年
から獲られていたことが明らかになっている（Desse and 
Desse-Berset 1994）。フェニキア人、その後、ローマ人によ
って西地中海一帯で本種が手釣りと様々な種類の地びき網で
漁獲されていた（Farrugio 1981 、Mather et al. 1995、
Doumenge 1998）。本種を対象とした漁業は中世に至っても
盛んに行われていた。16 世紀頃には、地びき網が次第に定置
網に置き換わっていった（Doumenge 1998、Ravier and 
Fromentin 2001）。定置網では、およそ 3000 年から 4000 年
前より本種の漁獲が行われており、17 世紀以降、20 世紀半ば
まで年間 1.5 万トンから 2 万トンの漁獲があった（Fromentin 
1999、Fromentin et al. 2000）。 

20 世紀の漁獲量は ICCAT の公式漁獲統計によれば（図 1）、
1950 年から 1965 年には、主に北東大西洋における定置網や
まき網で年間 3 万トン前後であった。地中海における主な漁
業は、まき網及びはえ縄であり、特にまき網の漁獲量が全体の
6 割から 8 割を占めている。北東大西洋における主な漁業は、
はえ縄、定置網、釣り漁業である。 

大西洋における本種を対象とした日本のはえ縄漁業は、カリ
ブ海からブラジル沖の熱帯域で 1963 年頃から開始され、多い
時には年間 1 万トン以上漁獲していたが、その漁場は数年間
で消滅した。この漁場に分布していた魚群が大西洋の東西どち
らの系群に属していたかは不明であるが、現在の水域区分では
主に西大西洋となる。その後は地中海及びジブラルタル海峡付
近が主要な漁場となった。漁期は地中海が 4～7 月（6 月は禁
漁）、ジブラルタル海峡付近では 3～6 月であった。1990 年以
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タイセイヨウクロマグロ（東大西洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

3.1 万～3.9 万トン 
最近（2023）年：3.9 万トン 
平均：3.5 万トン（2019～2023 年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

2,524～3,088 トン 
最近（2023）年：3,088 トン 
平均：2,809 トン（2019～2023 年） 

資源評価の方法 ADAPT VPA、統合モデル ASAP、統合モデル SS3 

資源の状態 
（資源評価結果） 

F2017-2020 / F0.1 = 0.81 [0.48-1.62] *1 

近年（2017～2020 年）の漁獲死亡係数に従うと過剰漁獲ではない。 

管理目標 
資源量を MSY を達成できるレベルに維持し、かつ、 
漁獲死亡係数を MSY を達成するレベル以下とする 

管理措置 TAC 2023～2025 年：40,570 トン（日本枠：3,114 トン） 

管理機関・関係機関 ICCAT 

最近の資源評価年 2022 年 

次回の資源評価年 2026 年または 2027 年 

    *1 VPA は 2017 年から 2020 年、SS3 と ASAP は 2018 年から 2020 年の平均値。 
代表値は、各モデルから不確実性を考慮して算出された値の幾何平均を使用。 
信頼区間は 3 つのモデルの 95％信頼区間の内、最も低い又は最も高い値を採用。 


